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学習支援型リソース最適化に基づく超高速マルチバンド無線通信システム

次世代移動通信のための光コム駆動型テラヘルツ基準周波数信号源の研究開発

周波数ホッピングによる300GHz帯高セキュリティ高速無線通信の研究開発
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概要

本研究開発では、「協調型自動運転」に焦点を
当て、当該車両に対して安定的な大容量通信を
実現するモビリティネットワークの研究開発を
行う。あらゆる車両間通信のインフラである
V2X（Vehicle-to-Everything）を基に、分散配
置された路側機を協調連携させることによるセ
ルフリーモビリティネットワークを実現する。
達成目標として、遮蔽発生率を80%以上低減さ
せ、最大利得の80%以上を確保可能なビーム・
ハンドオーバ制御を実現し、複数車両の高収容
化により4倍の周波数利用効率を目指す。
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超軽量超広帯域電波吸収体を用いた次世代エアモビリティと次世代通信の共生技術

高周波数帯V2Xの実現に向けたセルフリーモビリティネットワークの研究開発
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光技術によるミリ波・テラヘルツ波帯材料計測システムの開発とその社会実装

ナノワイヤモスアイによるミリ波帯薄型シリコンレンズアンテナモジュールの研究開発

テラヘルツ帯高効率・高機能ストレッチャブルRIS技術の研究開発
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災害医療のための自営無線通信システム〜隣接システムのガードバンドを利用する多用途可
変域型IoT通信システムの多組織による周波数共同利用技術の開発と実証

セマンティック通信による多端末連携型の状況理解と消防システムへの適用

果樹への農薬散布におけるドローン運行計画上の周波数共同利用に関する研究開発
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